
団体名： 岡崎市六ツ美商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 121.1 ％） （達成度 105.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 125.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 140.0 ％） （達成度 233.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 126.7 ％） （達成度 113.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 148.3 ％） （達成度 51.7 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 325.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
・巡回・窓口相談を通じ
て、事業者が抱える経営
課題を個別に把握し、解
決策を提示したことで、
経営知識の向上と課題解
決の具体的な進展が見ら
れた。特に、延べ1,211
件の相談対応により、地
域の小規模事業者の経営
基盤強化に確かな効果を
もたらした。

実績
数値

21

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

記帳継続指導事業 　商工会職員が正しい記帳
方法の指導と決算・確定申
告の指導を行い、適正な税
務申告と経理の自計化や計
数管理による経営力の向上
に資する。

・指導対象者数　74件
・指導延日数　　574日
・指導延回数　　813回

小規模事業者

指標
記帳指導事業者数

指標

目標
数値

1,000
実績
数値

1,211
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○

巡回・窓口相談指
導事業

　経営基盤の弱い小規模事
業者を対象に、経営指導員
等の商工会職員が巡回また
は窓口において経営全般に
関する相談指導や、必要に
応じて小規模事業者の課題
解決に向けた提案指導を実
施して、経営改善に資す
る。また、創業予定者を対
象とした経営全般に係る相
談窓口の設置により、創業
支援を図る。

・巡回指導実企業数　89社
　（内、非会員　12件）
・巡回指導延件数　156件
・窓口指導実企業数　241社
　（内、非会員　36社）
・窓口指導延件数　1,055件
・課題解決提案件数　21件
・経営革新承認件数　0件

講習会事業 　小規模事業者にとって必
要な金融・税務・経理・労
働・情報化等の知識習得の
機会を提供し、時事的な問
題を周知することにより、
事業者の資質の向上と円滑
な事業運営に資する。

１　講習会開催回数及び受
講者数
・集　団　　4回　101人
　（うち経営革新　1回　3
人）
・個　別　　5回　　28人
　　計     9回　 129人

小規模事業者

指標

集団講習会開催回数

目標
数値

73
実績
数値

74
目標
数値

実績
数値

・継続的な記帳指導によ
り、事業者の自計化が進
み、決算・申告の正確性
が向上した。これによ
り、経営数値を活用した
判断が可能となり、経営
管理能力の底上げに寄与
した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者育成指
導事業

　若年層の小規模事業者・
小規模事業者の若手後継者
等及び小規模事業に従事す
る女性に対し、経営に必要
な知識・情報を提供するこ
とにより、資質の向上を図
り円滑な事業運営に資す
る。

１　青年部研修会　開催回
数:7回（岡崎市青年経営者
団体連絡協議会主催研修会
含む）
２　女性部研修会　開催回
数:7回
３　若手後継者育成指導セ
ミナー　開催回数:１回

小規模事業者
等のうち、青
年部員及び女

性部員

指標

青年部講習会開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○

目標
数値

4
実績
数値

4
目標
数値

4

指標

個別講習会開催回数
・金融・税務・DXなど多
様なテーマの講習会を実
施し、事業者が直面する
経営課題への対応力が向
上した。特に、経営革新
に関する講習会を通じ、
新たな事業展開を検討す
る事業者の増加につな
がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
5

六ツ美商工まつり
開催事業
（商業団体等共同
事業）

　原材料費の高騰など仕入
れ価格高騰対応が遅れてい
る小規模事業者の支援及び
地域経済の下支えをするた
め、商工まつりを諸団体と
連携して開催することで、
商工業者の振興さらには六
ツ美地域全般の経済・社会
の活性化に資する。

１　六ツ美商工まつりの実
施
　開催年月日：令和7月10月
5日（日）
　広告協賛事業者数:190件
出展参画事業者:34件
２　六ツ美の日イベント
　開催年月日：令和7年6月
23日(月)

小規模事業者
等のうち、広
告協賛者及び

出展者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○

目標
数値

5
実績
数値

7
目標
数値

3

指標

女性部講習会開催回数
・若手後継者等に小規模
事業の経営に必要な知
識・情報を提供し、資質
の向上と円滑な事業運営
を図ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
7

目標
数値

150
実績
数値

190
目標
数値

広告協賛事業者数

指標

出展参画事業者
・商工まつりを実施した
ことで来場者との交流を
通じ、地域内消費の促進
や事業者間連携が進み、
地域経済の活性化に大き
く寄与した。

総
合
評
価

Ａ

30
実績
数値

34

商店街・街づくり
事業

　消費者の購買力の流出傾
向に対処するため、地域事
業者を周知する六ツ美の日
イベント事業・六ツ美ブラ
ンド創出に通ずる事業等を
実施し、購買力の確保に資
する。

１　六ツ美の日企画
　　　六ツ美写真撮影会の
開催(通年開催)
　　　写真撮影会応募作品
数：89点
２　悠紀の里じゃんだら会
事業の支援指導
　　　支援回数：18回
３　６２３クイズラリーの
実施
　開催年月日：令和７年６
月１日(日)～６月２３日
(月)
　協力事業者数：31件

小規模事業者
等

指標

写真撮影会応募作品数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

産業活性化事業
（商工業振興事
業）

　岡崎市等が主催する産業
活性化事業及び六ツ美地域
資源の活用につながる事業
に参画し、岡崎市及び六ツ
美地域の産業振興・観光振
興・地域活性化に資する。

１　西三河広域観光振興事
業への参画(名古屋三河道路
推進協議会１回)
２　岡崎市地域店舗ファン
づくり推進委員会への参画
（2回)
３　岡崎市等の地域活性化
事業・業種別活性化事業へ
の参画
・岡崎ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｯｼｮﾝ会議２回
・岡崎ものづくり推進協議
会２回
・岡崎市食育推進会議２回
・出会いの駅おかざき４回

中小企業者
小規模事業者

指標

岡崎市等関係事業参加回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

60
実績
数値

89
目標
数値

60

指標

協力事業者数

・写真撮影会では応募作
品数の増加と併せ、展示
場所を拡大することで六
ツ美地域の魅力を広くPR
することができた。また
街づくり団体の支援を通
じて、六ツ美地域の周知
と活性化を図ることがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

31

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

4
実績
数値

13
目標
数値

指標

・岡崎市や関係団体の会
議へ積極的に参画し、地
域産業政策への意見反映
や連携強化が進んだ。こ
れにより、六ツ美地域の
産業振興・観光振興に向
けた取り組みが、より実
効性のある形で推進され
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値



団体名： 岡崎市六ツ美商工会

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 88.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 150.0 ％） （達成度 145.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 112.2 ％） （達成度 117.8 ％） Ａ Ａ 上げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 107.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 155.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 87.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｃ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 88.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

経営強化事業 　異業種交流会の機会を提
供し、事業者のビジネス
チャンス創出に資する。

１　新年交礼会の実施
　　　開催年月日:令和８年
1月２１日(水)
　　　参加者:53名

中小企業者
小規模事業者

指標
事業参加人数

雇用促進・福利厚
生事業

　優良従業員表彰を実施し
て、中小企業者の就業者確
保と定着に資する。健康診
断事業を実施して、中小企
業者の福利厚生向上に資す
る。産業技術に関する意識
啓蒙事業を通じて、将来的
な人材・労働力の育成に資
する。

１　優良従業員表彰の実施
　　　開催年月日：令和７
年6月23日(月)
　　　表彰者数：15名
２　各種共済の普及促進
３　岡崎少年少女発明クラ
ブ事業の支援
４　健康診断事業の実施
　　　受診者：29名

中小企業者
小規模事業者

指標

優良従業員表彰者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
60

実績
数値

53
目標
数値

指標

・異業種交流会の機会を
創出することができた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労務対策事業 　労働保険に関する労務管
理・申告納付事務を受託
し、事務手続を実施支援す
ることにより、中小企業者
等の事務負担を軽減すると
ともに労働保険制度の普及
促進及び労働保険料の適正
納付に資する。

１　労働保険事務組合の運
営
　　委託事業者数:230件
２　六ツ美幸田ぬかた建設
一人親方等建設組合の運営
　　委託事業者数:159件

中小企業者
小規模事業者

指標
労働保険事務委託事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

10
実績
数値

15
目標
数値

20

指標

健康診断事業受診者
・表彰を実施し、小規模
事業者等の就業者の確保
と定着を図ることができ
た。
・小規模事業者に対し健
康増進のＰＲをすること
ができた。
・岡崎少年少女発明クラ
ブ事業を支援して、将来
的な人材・労働力の育成
に資することができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

29

関係団体等育成指
導事業

　青色申告会・食品衛生協
会・各種業界団体等の事業
運営を支援し、税務知識・
業種別許認可制度等の普及
促進を図ることにより、事
業者の経営改善に資する。

１　青色申告制度の普及支
援
２　愛知県食品衛生協会岡
崎支部六ツ美分会の運営
会員:43件
３　食品衛生制度の普及支
援
４　六ツ美幸田ぬかた建設
一人親方労災組合の運営

小規模事業者

指標

食品衛生協会六ツ美分会会
員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

委託件数増加に伴
い目標数値増を目
指す

目標
数値

205
実績
数値

230
目標
数値

135

指標
一人親方組合委託事業者数

・労働保険に関する事務
を受託し、小規模事業者
等の事務負担を軽減する
とともに、労働保険の普
及促進と労働保険料の適
正納付を図ることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
159

青年女性対策事業 　青年部員・女性部員及び
壮年部の相互交流・情報交
換や社会福祉事業への参画
を通じて、部員の資質向上
と地域社会の発展に資す
る。

１　青年部事業の運営実施
　　活動回数:31回
　　（若手後継者育成事業
を除く）
２　女性部事業の運営実施
　　活動回数:20回
　　（若手後継者育成事業
を除く）
３　壮年部事業の運営実施
　　活動回数：9回

小規模事業者
等のうち、青
年部員及び女

性部員

指標

青年部活動回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

40
実績
数値

43
目標
数値

指標

・税務知識や青色申告制
度を広く周知することに
より、制度を推進するこ
とができた。
・食品衛生協会の事業運
営を支援し、食品の許認
可制度等の普及促進を図
ることにより、事業者の
経営改善を図ることがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

情報化推進事業
（総合振興事業）

　地区内の経済動向及び商
工業者の経営動向を発信・
公開することにより、商工
業者が必要とする各種情報
を提供し、事業機会の拡
大・創出に資する。

1　地域内の経済動向及び商
工業者の経営動向を始め、
商工業者が必要とする各種
情報を発行・発信・公開
　　　更新回数　21回

中小企業者
小規模事業者
創業予定者

指標
情報更新回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

20
実績
数値

31
目標
数値

20

指標

女性部活動回数
・青年部・女性部・壮年
部の活動を通じ、世代を
超えた交流と地域貢献活
動が活発化した。これに
より、地域社会の課題解
決に向けた取り組みが進
み、地域コミュニティの
活性化に寄与した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

20

部会・委員会事業 　商業部会・工業部会・金
融連絡会・小規模企業振興
委員会等の部会・委員会活
動を通じて、各業種・業界
の相互交流・情報交換の機
会を提供し、地域社会・地
域産業全般の振興発展に資
する。

１　商業部会事業の実施
　　開催回数:４回
２　工業部会事業の実施
　　開催回数:2回 小規模事業者

等

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○

目標
数値

24
実績
数値

21
目標
数値

指標

・商工業者が必要とする
経営情報や施策情報を提
供し、事業機会の拡大・
創出に寄与することがで
きた。また紙面での発行
により、事業所へ直接行
くことで情報提供を推進
することができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

○

目標
数値

6
実績
数値

6
目標
数値

各部会・委員会開催回数
指標

・商業、工業の各部会や
委員会活動を実施するこ
とで、業種・業界に対し
て情報提供を行い振興発
展に寄与することができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

地域振興事業
（総合振興事業）

　地域商工業と地域住民等
との意見交換会を通じて相
互交流を図り、地域商工業
と地域社会双方の活性化に
資する。

商工会役員等・六ツ美地区
４学区総代会・４学区選出
市議会議員による地域意見
交換会の実施
　開催時期：令和７年7月23
日・12月23日
　事業参加人数：22人

商工会役員等
4学区総代会
4学区選出市
議会議員

指標

事業参加人数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部会員に役立つ情
報の収集・提供に
努め、満足度向上
を目指す

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
25

実績
数値

22
目標
数値

指標

・住民代表・市議会議
員・商工会役員による意
見交換会を実施し、地域
課題の共有と解決に向け
た協働体制が強化され
た。これにより、地域社
会と商工業者の連携が深
まり、地域振興に向けた
取り組みが前進した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


